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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリアミド樹脂、ＰＡＮ系炭素繊維、カーボンブラック、黒色染料及び流動改良剤を含
むポリアミド樹脂組成物であり、
　前記ＰＡＮ系炭素繊維を組成物全量中に７．５重量％以上２５重量％以下で含み、
　前記カーボンブラックを組成物全量中に０．０１重量％以上０．５５重量％以下で含み
、
　前記黒色染料を組成物全量中に０．０２重量％以上１．０重量％以下で含み、
　前記流動改良剤を組成物全量中に０．０１重量％以上５重量％以下で含み、
　前記ポリアミド樹脂組成物が、樹脂成分としてポリアミド樹脂のみを含み、
　前記ポリアミド樹脂が、ポリアミド６、ポリアミド６６、ポリアミド６１０、ポリアミ
ド１０１０、ポリアミド６／６６、ポリアミド１１、ポリアミド１２、ポリアミド６／１
２及びポリアミド６／６６／１２よりなる群から選択される１種以上のポリアミド樹脂の
みからなる、
　射出溶着部品用又は燃料部品用のポリアミド樹脂組成物。
【請求項２】
　前記燃料部品用のポリアミド樹脂組成物が、レーザーマーキングを必要とする燃料部品
用のポリアミド樹脂組成物である、請求項１に記載のポリアミド樹脂組成物。
【請求項３】
　前記ポリアミド樹脂が、ポリアミド６及び／又はポリアミド６６である請求項１又は２
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に記載のポリアミド樹脂組成物。
【請求項４】
　前記ポリアミド樹脂が、末端カルボキシル基濃度より末端アミノ基濃度が大きいポリア
ミド樹脂を含む請求項１から３のいずれかに記載のポリアミド樹脂組成物。
【請求項５】
　組成物全量中に前記黒色染料を０．０２重量％以上０．５重量％以下で含む請求項１か
ら４のいずれかに記載のポリアミド樹脂組成物。
【請求項６】
　組成物全量中に前記黒色染料を０．０５重量％以上０．３重量％以下で含む請求項１か
ら５のいずれかに記載のポリアミド樹脂組成物。
【請求項７】
　前記流動改良剤が、ペンタエリスリトール、ジペンタエリスリトール及びトリメチロー
ルエタンよりなる群から選択される１種以上の多価アルコールである請求項１に記載のポ
リアミド樹脂組成物。
【請求項８】
　組成物全量中に前記流動改良剤を０．０３重量％以上４重量％以下で含む、請求項１か
ら７のいずれかに記載のポリアミド樹脂組成物。
【請求項９】
　さらにガラス繊維を含む請求項１から８のいずれかに記載のポリアミド樹脂組成物。
【請求項１０】
　請求項１から９のいずれかに記載のポリアミド樹脂組成物からなる成形品。
【請求項１１】
　射出成形により得られる請求項１０に記載の成形品。
【請求項１２】
　燃料部品用途である請求項１０又は１１に記載の成形品。
【請求項１３】
　射出溶着部品用途である請求項１０又は１１に記載の成形品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ポリアミド樹脂組成物及びそれからなる成形品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ポリアミド樹脂は、ガソリン等の有機溶剤に対して優れた耐性を示すとともに、溶融時
の流動性が高く成形性に優れ、熱特性や機械的特性に優れるため、自動車の外装材やエン
ジンルーム内部品として広く用いられている。
【０００３】
　また、燃料キャップなどの燃料と接触し、かつ、人との接触がある燃料部品は、蓋を開
閉する際等、発生する静電気の放電により、発火を起こす危険性を有している。その為、
放電の抑制を目的として、導電性を有するカーボンブラック等を含む組成物が燃料部品に
用いられてきた。
【０００４】
　一方、燃料部品は、印字される事が多く、コストや生産性に優れたレーザーマーキング
に対する適性が必要とされている。良好なレーザーマーキング性や耐衝撃性を得るために
、特開２０１１－３２３２０号公報には、カーボンブラック、炭素繊維、アラミド及び金
属めっき有機繊維マスターバッチからなる組成物が提案されている。また、特許第４８８
９９８７号公報には、エチレン-αオレフィン共重合体、変性高密度ポリエチレン及びカ
ーボンブラックを含むポリアミド樹脂組成物が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００５】
【特許文献１】特開２０１１－３２３２０号公報
【特許文献２】特許第４８８９９８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特開２０１１－３２３２０号公報に記載の組成物は、マスターバッチを
製造する工程が別途発生する。また、特許第４８８９９８７号公報に記載のポリアミド樹
脂組成物では、導電性とレーザーマーキング性の両方を十分に満たせていない。
【０００７】
　本発明の目的は、導電性及びレーザーマーキング性が同時に優れるポリアミド樹脂組成
物を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明者らは、鋭意検討した結果、ポリアミド樹脂にＰＡＮ系炭素繊維、カーボンブラ
ック及び黒色染料を特定量含むポリアミド樹脂組成物が、導電性、レーザーマーキング性
に優れることを見出した。
【０００９】
　即ち、本発明は、以下の態様を包含する。
　第一の態様は、ポリアミド樹脂、ＰＡＮ系炭素繊維、カーボンブラック及び黒色染料を
含むポリアミド樹脂組成物であり、前記ＰＡＮ系炭素繊維を組成物全量中に７．５重量％
以上５重量％以下で含み、前記カーボンブラックを組成物全量中に０．０１重量％以上０
．５５重量％以下で含み、前記黒色染料を組成物全量中に０．０１重量％以上１．０重量
％以下で含むポリアミド樹脂組成物である。
　第二の態様は、前記ポリアミド樹脂組成物からなる成形品である。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、導電性及びレーザーマーキング性が同時に優れるポリアミド樹脂組成
物を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】レーザーマーキング性の目視評価方法を示した図である。
【図２】燃料浸漬後寸法変化率測定に用いた成形品の測定箇所を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本明細書において、組成物中の各成分の量は、組成物中に各成分に該当する物質が複数
存在する場合、特に断らない限り、組成物中に存在する当該複数の物質の合計量を意味す
る。
【００１３】
　本発明のポリアミド樹脂組成物は、ポリアミド樹脂、ＰＡＮ系炭素繊維、カーボンブラ
ック及び黒色染料を含むポリアミド樹脂組成物であり、前記ＰＡＮ系炭素繊維を組成物全
量中に７．５重量％以上２５重量％以下で含み、前記カーボンブラックを組成物全量中に
０．０１重量％以上０．５５重量％以下で含み、前記黒色染料を組成物全量中に０．０１
重量％以上１．０重量％以下で含む。
【００１４】
［ポリアミド樹脂］
　ポリアミド樹脂は、主鎖中にアミド結合（－ＣＯＮＨ－）を有し、ラクタム、アミノカ
ルボン酸、ジアミンとジカルボン酸、ジアミンとシュウ酸ジエステル等を原料として、溶
融重合、溶液重合や固相重合等の公知の方法で重合、又は共重合することにより得られる
。
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【００１５】
　ラクタムとしては、ε－カプロラクタム、ω－エナントラクタム、ω－ウンデカラクタ
ム、ω－ラウロラクタム、α－ピロリドン、α－ピペリドン等が挙げられ、ε－カプロラ
クタム及びω－ラウロラクタムが好ましい。
【００１６】
　アミノカルボン酸としては、６－アミノカプロン酸、７－アミノヘプタン酸、８－アミ
ノオクタン酸、９－アミノノナン酸、１０－アミノカプリン酸、１１－アミノウンドデカ
ン酸、１２－アミノドデカン酸等の脂肪族ω－アミノカルボン酸が挙げられ、６－アミノ
カプロン酸、１１－アミノウンデカン酸及び１２－アミノドデカン酸が好ましい。
【００１７】
　ジアミンとしては、エチレンジアミン、トリメチレンジアミン、テトラメチレンジアミ
ン、ペンタメチレンジアミン、ヘキサメチレンジアミン、ペプタメチレンジアミン、オク
タメチレンジアミン、ノナメチレンジアミン、デカメチレンジアミン、ウンデカメチレン
ジアミン、ドデカメチレンジアミン、トリデカメチレンジアミン、テトラデカメチレンジ
アミン、ペンタデカメチレンジアミン、ヘキサデカメチレンジアミン、ヘプタデカメチレ
ンジアミン、オクタデカメチレンジアミン、ノナデカメチレンジアミン、エイコサメチレ
ンジアミン、２－メチル－１，８－オクタンジアミン、２，２，４／２，４，４－トリメ
チルヘキサン－１，６－ジアミン等の脂肪族ジアミン；１，３－／１，４－シクロヘキシ
ルジアミン、ビス（４－アミノシクロヘキシル）メタン、ビス（４－アミノシクロヘキシ
ル）プロパン、ビス（３－メチル－４－アミノシクロヘキシル）メタン、（３－メチル－
４－アミノシクロヘキシル）プロパン、１，３－／１，４－ビスアミノメチルシクロヘキ
サン、５－アミノ－２，２，４－トリメチル－１－シクロペンタンメチルアミン、５－ア
ミノ－１，３，３－トリメチルシクロヘキサンメチルアミン、ビス（アミノプロピル）ピ
ペラジン、ビス（アミノエチル）ピペラジン、ノルボルナンジメチレンアミン等の脂環式
ジアミン；ｍ－／ｐ－キシリレンジアミン等の芳香族ジアミン等が挙げられ、ヘキサメチ
レンジアミン、ノナメチレンジアミン及び２－メチル－１，８－オクタンジアミンが好ま
しい。
【００１８】
　ジカルボン酸としては、シュウ酸、マロン酸、コハク酸、グルタル酸、アジピン酸、ピ
メリン酸、スベリン酸、アゼライン酸、セバシン酸、ウンデカンジオン酸、ドデカンジオ
ン酸、トリデカンジオン酸、テトラデカンジオン酸、ペンタデカンジオン酸、ヘキサデカ
ンジオン酸、オクタデカンジオン酸、エイコサンジオン酸等の脂肪族ジカルボン酸；１，
３－／１，４－シクロヘキサンジカルボン酸、ジシクロヘキサンメタン－４，４’－ジカ
ルボン酸、ノルボルナンジカルボン酸等の脂環式ジカルボン酸；イソフタル酸、テレフタ
ル酸、１，４－／１，８－／２，６－／２，７－ナフタレンジカルボン酸等の芳香族ジカ
ルボン酸等が挙げられ、シュウ酸及びアジピン酸が好ましい。
【００１９】
　シュウ酸ジエステルとしては、シュウ酸ジメチル、シュウ酸ジエチル、シュウ酸ジｎ－
（又はｉ－）プロピル、シュウ酸ジｎ－（又はｉ－、又はｔ－）ブチル等の脂肪族アルコ
ールのシュウ酸ジエステル、シュウ酸ジシクロへキシル等の脂環式アルコールのシュウ酸
ジエステル及びシュウ酸ジフェニル等の芳香族アルコールのシュウ酸ジエステルが挙げら
れ、シュウ酸ジｎ－ブチル、シュウ酸ジｉ－ブチル及びシュウ酸ジｔ－ブチルがより好ま
しく、シュウ酸ジｎ－ブチルがさらに好ましい。
【００２０】
　ポリアミド樹脂として、ラクタム、アミノカルボン酸、ジアミンとジカルボン酸又はジ
アミンとシュウ酸ジエステルの重合体であるポリアミド樹脂、あるいはそれらの共重合体
であるポリアミド樹脂を使用することができる。また、ポリアミド樹脂は、単独でも、２
種以上のポリアミド樹脂を併用してもよい。
【００２１】
　ポリアミド樹脂としては、例えば、ポリカプロラクタム（ポリアミド６）、ポリウンデ
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カンラクタム（ポリアミド１１）、ポリドデカンラクタム（ポリアミド１２）、ポリエチ
レンアジパミド（ポリアミド２６）、ポリテトラメチレンアジパミド（ポリアミド４６）
、ポリヘキサメチレンアジパミド（ポリアミド６６）、ポリヘキサメチレンアゼラミド（
ポリアミド６９）、ポリヘキサメチレンセバカミド（ポリアミド６１０）、ポリヘキサメ
チレンウンデカミド（ポリアミド６１１）、ポリヘキサメチレンドデカミド（ポリアミド
６１２）、ポリヘキサメチレンテレフタルアミド（ポリアミド６Ｔ）、ポリヘキサメチレ
ンイソフタルアミド（ポリアミド６I）、ポリヘキサメチレンヘキサヒドロテレフタラミ
ド（ポリアミド６Ｔ（Ｈ））、ポリノナメチレンアジパミド（ポリアミド９６）、ポリノ
ナメチレンアゼラミド（ポリアミド９９）、ポリノナメチレンセバカミド（ポリアミド９
１０）、ポリノナメチレンドデカミド（ポリアミド９１２）、ポリノナメチレンテレフタ
ラミド（ポリアミド９Ｔ）、ポリトリメチルヘキサメチレンテレフタラミド（ポリアミド
ＴＭＨＴ）、ポリノナメチレンヘキサヒドロテレフタラミド（ポリアミド９Ｔ（Ｈ））、
ポリノナメチレンナフタラミド（ポリアミド９Ｎ）、ポリデカメチレンアジパミド（ポリ
アミド１０６）、ポリデカメチレンアゼラミド（ポリアミド１０９）、ポリデカメチレン
デカミド（ポリアミド１０１０）、ポリデカメチレンドデカミド（ポリアミド１０１２）
、ポリデカメチレンテレフタラミド（ポリアミド１０Ｔ）、ポリデカメチレンヘキサヒド
ロテレフタラミド（ポリアミド１０Ｔ（Ｈ））、ポリデカメチレンナフタラミド（ポリア
ミド１０Ｎ）、ポリドデカメチレンアジパミド（ポリアミド１２６）、ポリドデカメチレ
ンアゼラミド（ポリアミド１２９）、ポリドデカメチレンセバカミド（ポリアミド１２１
０）、ポリドデカメチレンドデカミド（ポリアミド１２１２）、ポリドデカメチレンテレ
フタラミド（ポリアミド１２Ｔ）、ポリドデカメチレンヘキサヒドロテレフタラミド（ポ
リアミド１２Ｔ（Ｈ））、ポリドデカメチレンナフタラミド（ポリアミド１２Ｎ）、ポリ
メタキシリレンアジパミド（ポリアミドＭＸＤ６）、ポリメタキシリレンスベラミド（ポ
リアミドＭＸＤ８）、ポリメタキシリレンアゼラミド（ポリアミドＭＸＤ９）、ポリメタ
キシリレンセバカミド（ポリアミドＭＸＤ１０）、ポリメタキシリレンドデカミド（ポリ
アミドＭＸＤ１２）、ポリメタキシリレンテレフタラミド（ポリアミドＭＸＤＴ）、ポリ
メタキシリレンイソフタラミド（ポリアミドＭＸＤＩ）、ポリメタキシリレンナフタラミ
ド（ポリアミドＭＸＤＮ）、ポリビス（４－アミノシクロヘキシル）メタンドデカミド（
ポリアミドＰＡＣＭ１２）、ポリビス（４－アミノシクロヘキシル）メタンテレフタラミ
ド（ポリアミドＰＡＣＭＴ）、ポリビス（４－アミノシクロヘキシル）メタンイソフタラ
ミド（ポリアミドＰＡＣＭＩ）、ポリビス（３－メチル－４－アミノシクロヘキシル）メ
タンドデカミド（ポリアミドジメチルＰＡＣＭ１２）、ポリイソホロンアジパミド（ポリ
アミドＩＰＤ６）、ポリイソホロンテレフタラミド（ポリアミドＩＰＤＴ）等が挙げられ
る。
【００２２】
　共重合体としては、例えば、カプロラクタム／ヘキサメチレンジアミノアジピン酸共重
合体（ポリアミド６／６６）、カプロラクタム／ヘキサメチレンジアミノアゼライン酸共
重合体（ポリアミド６／６９）、カプロラクタム／ヘキサメチレンジアミノセバシン酸共
重合体（ポリアミド６／６１０）、カプロラクタム／ヘキサメチレンジアミノウンデカン
酸共重合体（ポリアミド６／６１１）、カプロラクタム／ヘキサメチレンジアミノドデカ
ン酸共重合体（ポリアミド６／６１２）、カプロラクタム／アミノウンデカン酸共重合体
（ポリアミド６／１１）、カプロラクタム／ラウリルラクタム共重合体（ポリアミド６／
１２）、カプロラクタム／ヘキサメチレンジアミノアジピン酸／ラウリルラクタム（ポリ
アミド６／６６／１２）、カプロラクタム／ヘキサメチレンジアミノアジピン酸／ヘキサ
メチレンジアミノセバシン酸（ポリアミド６／６６／６１０）、カプロラクタム／ヘキサ
メチレンジアミノアジピン酸／ヘキサメチレンジアミノドデカンジカルボン酸（ポリアミ
ド６／６６／６１２）、ポリアミド９２／６２、ポリアミド１０２／６２、ポリアミド１
２２／６２、カプロラクタム／ポリイソホロンアジパミド共重合体（ポリアミド６／ＩＰ
Ｄ６共重合体）等が挙げられる。
【００２３】
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　これらの中でも成形性の観点から、ポリアミド６、ポリアミド６６、ポリアミド６１０
、ポリアミド１０１０、ポリアミド６／６６、ポリアミド１１、ポリアミド１２、ポリア
ミド６／１２及びポリアミド６／６６／１２よりなる群から選択される１種以上のポリア
ミドが好ましく、ポリアミド６、ポリアミド６６、ポリアミド６／６６、ポリアミド１１
、ポリアミド１２、ポリアミド６１０及びポリアミド１０１０よりなる群から選択される
１種以上のポリアミドがより好ましく、ポリアミド６及び／又はポリアミド６６がさらに
好ましい。
【００２４】
　ポリアミド樹脂は、ＪＩＳ　Ｋ－６９２０に準じて、９６質量％の硫酸中、ポリアミド
濃度１質量％、温度２５℃の条件下にて測定した相対粘度が、１．０以上６．０以下であ
ることが好ましい。この範囲であれば、組成物の溶融時の粘度が適切で、成形が容易で、
得られた成形品に良好な機械的特性を付与することができる。同観点から、相対粘度は、
１．５以上５．０以下がより好ましく、１．７以上４．５以下がさらに好ましく、２．２
以上３．５以下が特に好ましい。
【００２５】
　射出溶着したときの接着性の観点から、末端カルボキシル基濃度（１０－５ｅｑ／ｇ）
より末端アミノ基濃度（１０－５ｅｑ／ｇ）が大きいポリアミド樹脂が、ポリアミド樹脂
に含まれることが好ましく、ポリアミド樹脂の全量が、末端カルボキシル基濃度（１０－

５ｅｑ／ｇ）より末端アミノ基濃度（１０－５ｅｑ／ｇ）が大きいポリアミド樹脂である
ことがより好ましく、末端カルボキシル基濃度に対する末端アミノ基濃度の比が１．１以
上であることが更に好ましく、１．５以上４０．０以下が更に好ましい。
【００２６】
　尚、末端アミノ基濃度（１０－５ｅｑ／ｇ）は、ポリアミド樹脂をフェノール／メタノ
ール混合溶液に溶解し、０．０５Ｎの塩酸で滴定して測定することができる。末端カルボ
キシル基濃度（１０－５ｅｑ／ｇ）は、ポリアミド樹脂をベンジルアルコールに溶解し、
０．０５Ｎの水酸化ナトリウム溶液で滴定して測定することができる。
【００２７】
　末端変性ポリアミドは、アミン類の存在下に、溶融重合、溶液重合や固相重合等の公知
の方法で重合、又は共重合することにより製造される。あるいは、重合後、アミン類の存
在下に、溶融混練することにより製造される。このように、アミン類は、重合時の任意の
段階、あるいは、重合後、溶融混練時の任意の段階において添加できるが、射出溶着した
ときの接着性を考慮した場合、重合時の段階で添加することが好ましい。
【００２８】
　上記アミン類としてはモノアミン、ジアミン、トリアミン、ポリアミンが挙げられる。
また、アミン類の他に、上記の末端基濃度条件の範囲を外れない限り、必要に応じて、モ
ノカルボン酸、ジカルボン酸、トリカルボン酸等のカルボン酸類を添加してもよい。これ
ら、アミン類、カルボン酸類は、同時に添加しても、別々に添加してもよい。また、下記
例示のアミン類、カルボン酸類は、１種又は２種以上を用いることができる。
【００２９】
　添加するモノアミンの具体例としては、メチルアミン、エチルアミン、プロピルアミン
、ブチルアミン、ペンチルアミン、ヘキシルアミン、ヘプチルアミン、オクチルアミン、
２－エチルヘキシルアミン、ノニルアミン、デシルアミン、ウンデシルアミン、ドデシル
アミン、トリデシルアミン、テトラデシルアミン、ペンタデシルアミン、ヘキサデシルア
ミン、オクタデシルアミン、オクタデシレンアミン、エイコシルアミン、ドコシルアミン
等の脂肪族モノアミン；シクロヘキシルアミン、メチルシクロヘキシルアミン等の脂環式
モノアミン；ベンジルアミン、β－フエニルメチルアミン等の芳香族モノアミン；Ｎ，Ｎ
－ジメチルアミン、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミン、Ｎ，Ｎ－ジプロピルアミン、Ｎ，Ｎ－ジブ
チルアミン、Ｎ，Ｎ－ジヘキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジオクチルアミン等の対称第二アミン
；Ｎ－メチル－Ｎ－エチルアミン、Ｎ－メチル－Ｎ－ブチルアミン、Ｎ－メチル－Ｎ－ド
デシルアミン、Ｎ－メチル－Ｎ－オクタデシルアミン、Ｎ－エチル－Ｎ－ヘキサデシルア
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ミン、Ｎ－エチル－Ｎ－オクタデシルアミン、Ｎ－プロピル－Ｎ－ヘキサデシルアミン、
Ｎ－プロピル－Ｎ－ベンジルアミン等の混成第二アミンが挙げられる。これらは１種又は
２種以上を用いることができる。
【００３０】
　添加するジアミンの具体例としては、１，２－エタンジアミン、１，３－プロパンジア
ミン、１，４－ブタンジアミン、１，５－ペンタンジアミン、１，６－ヘキサンジアミン
、１，７－ヘプタンジアミン、１，８－オクタンジアミン、１，９－ノナンジアミン、１
，１０－デカンジアミン、１，１１－ウンデカンジアミン、１，１２－ドデカンジアミン
、１，１３－トリデカンジアミン、１，１４－テトラデカンジアミン、１，１５－ペンタ
デカンジアミン、１，１６－ヘキサデカンジアミン、１，１７－ヘプタデカンジアミン、
１，１８－オクタデカンジアミン、２－メチル－１，５－ペンタンジアミン、３－メチル
－１，５－ペンタンジアミン、２－メチル－１，８－オクタンジアミン、２，２，４－ト
リメチル－１，６－ヘキサンジアミン、２，４，４－トリメチル－１，６－ヘキサンジア
ミン、５－メチル－１，９－ノナンジアミン等の脂肪族ジアミン；１，３－ビス（アミノ
メチル）シクロヘキサン、１，４－ビス（アミノメチル）シクロヘキサン、ビス（４－ア
ミノシクロヘキシル）メタン、２，２－ビス（４－アミノシクロヘキシル）プロパン、ビ
ス（３－メチル－４－アミノシクロヘキシル）メタン、２，２－ビス（３－メチル－４－
アミノシクロヘキシル）プロパン、５－アミノ－２，２，４－トリメチル－１－シクロペ
ンタンメチルアミン、５－アミノ－１，３，３－トリメチルシクロヘキサンメチルアミン
、ビス（アミノプロピル）ピペラジン、ビス（アミノエチル）ピペラジン、２，５－ビス
（アミノメチル）ノルボルナン、２，６－ビス（アミノメチル）ノルボルナン、３，８－
ビス（アミノメチル）トリシクロデカン、４，９－ビス（アミノメチル）トリシクロデカ
ン等の脂環式ジアミン；ｍ－キシリレンジアミン、ｐ－キシリレンジアミン等の芳香族ジ
アミンが挙げられる。これらは１種又は２種以上を用いることができる。
【００３１】
　添加するトリアミンの具体例としては、１，２，３－トリアミノプロパン、１，２，３
－トリアミノ－２－メチルプロパン、１，２，４－トリアミノブタン、１，２，３，４－
テトラミノブタン、１，３，５－トリアミノシクロヘキサン、１，２，４－トリアミノシ
クロヘキサン、１，２，３－トリアミノシクロヘキサン、１，３，５－トリアミノベンゼ
ン、１，２，４－トリアミノベンゼン、１，２，３－トリアミノベンゼン、１，２，４－
トリアミノナフタレン、２，５，７－トリアミノナフタレン、２，４，６－トリアミノピ
リジン等が挙げられる。テトラアミンの具体例としては、１，２，４，５－テトラミノシ
クロヘキサン、１，２，４，５－テトラミノベンゼン、１，２，７，８－テトラミノナフ
タレン等、１，４，５，８－テトラミノナフタレンが挙げられる。これらは１種又は２種
以上を用いることができる。
【００３２】
　添加するポリアミンは、一級アミノ基（－ＮＨ２）及び／又は二級アミノ基（－ＮＨ－
）を複数有する化合物であればよく、例えば、ポリアルキレンイミン、ポリアルキレンポ
リアミン、ポリビニルアミン、ポリアリルアミン等が挙げられる。活性水素を備えたアミ
ノ基は、ポリアミンの反応点である。
【００３３】
　ポリアルキレンイミンは、エチレンイミン、プロピレンイミン等のアルキレンイミンを
イオン重合させる方法、或いは、アルキルオキサゾリンを重合させた後、該重合体を部分
加水分解又は完全加水分解させる方法等で製造される。ポリアルキレンポリアミンとして
は、例えば、ジエチレントリアミン、トリエチレンテトラミン、ペンタエチレンヘキサミ
ン、或いは、エチレンジアミンと多官能化合物との反応物等が挙げられる。ポリビニルア
ミンは、例えば、Ｎ－ビニルホルムアミドを重合させてポリ（Ｎ－ビニルホルムアミド）
とした後、該重合体を塩酸等の酸で部分加水分解又は完全加水分解することにより得られ
る。ポリアリルアミンは、一般に、アリルアミンモノマーの塩酸塩を重合させた後、塩酸
を除去することにより得られる。これらは１種又は２種以上を用いることができる。これ
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らの中でも、ポリアルキレンイミンが好ましい。
【００３４】
　ポリアルキレンイミンとしては、エチレンイミン、プロピレンイミン、１，２－ブチレ
ンイミン、２，３－ブチレンイミン、１，１－ジメチルエチレンイミン等の炭素原子数２
以上８以下のアルキレンイミンの１種又は２種以上を常法により重合して得られる単独重
合体や共重合体が挙げられる。これらの中でも、ポリエチレンイミンがより好ましい。ポ
リアルキレンイミンは、アルキレンイミンを原料として、これを開環重合させて得られる
１級アミン、２級アミン、及び３級アミンを含む分岐型ポリアルキレンイミン、あるいは
アルキルオキサゾリンを原料とし、これを重合させて得られる１級アミンと２級アミンの
みを含む直鎖型ポリアルキレンイミン、三次元状に架橋された構造のいずれであってもよ
い。さらに、エチレンジアミン、プロピレンジアミン、ジエチレントリアミン、トリエチ
レンテトラミン、テトラエチレンペンタミン、ジプロピレントリアミン、トリプロピレン
テトラミン、ジヘキサメチレントリアミン、アミノプロピルエチレンジアミン、ビスアミ
ノプロピルエチレンジアミン等を含むものであってもよい。ポリアルキレンイミンは、通
常、含まれる窒素原子上の活性水素原子の反応性に由来して、第３級アミノ基の他、活性
水素原子をもつ第１級アミノ基や第２級アミノ基（イミノ基）を有する。
【００３５】
　ポリアルキレンイミン中の窒素原子数は、特に制限はないが、４以上３，０００以下で
あることが好ましく、８以上１，５００以下であることがより好ましく、１１以上５００
以下であることがさらに好ましい。また、ポリアルキレンイミンの数平均分子量は、１０
０以上２０，０００以下であることが好ましく、２００以上１０，０００以下であること
がより好ましく、５００以上８，０００以下であることがさらに好ましい。
【００３６】
　一方、添加するカルボン酸類としては、酢酸、プロピオン酸、酪酸、吉草酸、カプロン
酸、エナント酸、カプリル酸、カプリン酸、ペラルゴン酸、ウンデカン酸、ラウリル酸、
トリデカン酸、ミリスチン酸、ミリストレイン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、オレイ
ン酸、リノール酸、アラキン酸、ベヘン酸、エルカ酸等の脂肪族モノカルボン酸；シクロ
ヘキサンカルボン酸、メチルシクロヘキサンカルボン酸等の脂環式モノカルボン酸；安息
香酸、トルイン酸、エチル安息香酸、フェニル酢酸等の芳香族モノカルボン酸；マロン酸
、コハク酸、グルタル酸、アジピン酸、ピメリン酸、スベリン酸、アゼライン酸、セバシ
ン酸、ウンデカン二酸、ドデカン二酸、ヘキサデカン二酸、ヘキサデセン二酸、オクタデ
カン二酸、オクタデセン二酸、エイコサン二酸、エイコセン二酸、ドコサン二酸、ジグリ
コール酸、２，２，４－トリメチルアジピン酸、２，４，４－トリメチルアジピン酸等の
脂肪族ジカルボン酸；１，３－シクロヘキサンジカルボン酸、１，４－シクロヘキサンジ
カルボン酸、ノルボルナンジカルボン酸等の脂環式ジカルボン酸；テレフタル酸、イソフ
タル酸、フタル酸、ｍ－キシリレンジカルボン酸、ｐ－キシリレンジカルボン酸、１，４
－ナフタレンジカルボン酸、２，６－ナフタレンジカルボン酸、２，７－ナフタレンジカ
ルボン酸等の芳香族ジカルボン酸；１，２，４－ブタントリカルボン酸、１，３，５－ペ
ンタントリカルボン酸、１，２，６－ヘキサントリカルボン酸、１，３，６－ヘキサント
リカルボン酸、１，３，５－シクロヘキサントリカルボン酸、トリメシン酸等のトリカル
ボン酸が挙げられる。これらは１種又は２種以上を用いることができる。
【００３７】
　添加されるアミン類の使用量は、製造しようとするポリアミド樹脂の末端アミノ基濃度
、末端カルボキシル基濃度、及び相対粘度を考慮して、公知の方法により適宜決められる
。通常、繰り返し単位を構成する単量体又は単量体ユニット１モルに対し、アミン類の添
加量は、十分な反応性を得ることと、所望の粘度を有するポリアミド樹脂の製造を容易と
する観点から、０．５ｍｅｑ／モル以上２０ｍｅｑ／モル以下であることが好ましく、１
．０ｍｅｑ／モル以上１０ｍｅｑ／モル以下であることがより好ましい（アミノ基の当量
（ｅｑ）は、カルボキシル基と１：１で反応してアミド基を形成するアミノ基の量を１当
量とする。）。
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【００３８】
　ポリアミド樹脂においては、上記例示のアミン類のうち、末端基濃度の条件を満たすた
めに、ジアミン及び／又はポリアミンを重合時に添加することが好ましく、ゲル発生抑制
という観点から、脂肪族ジアミン、脂環式ジアミン及びポリアミンからなる群より選ばれ
る少なくとも１種であることがより好ましい。
【００３９】
　ポリアミド樹脂の製造装置としては、バッチ式反応釜、一槽式ないし多槽式の連続反応
装置、管状連続反応装置、一軸型混練押出機、二軸型混練押出機等の混練反応押出機等、
公知のポリアミド製造装置が挙げられる。重合方法としては溶融重合、溶液重合や固相重
合等の公知の方法を用い、常圧、減圧、加圧操作を繰り返して重合することができる。こ
れらの重合方法は単独で、あるいは適宜、組合せて用いることができる。
【００４０】
［ＰＡＮ系炭素繊維］
　ＰＡＮ系炭素繊維は、ポリアクリロニトリル繊維を炭素化して得られる炭素繊維である
。
【００４１】
　ＰＡＮ系炭素繊維の繊維長は、用途により短繊維のもののほか、１０００ｍｍに及ぶ長
繊維でもよいが、二軸混練機へのフィード性等の生産性の観点から、混練前の繊維長が０
．１ｍｍ以上２０ｍｍ以下であることが好ましく、１ｍｍ以上１５ｍｍ以下であることが
より好ましい。
【００４２】
　また、ＰＡＮ系炭素繊維の繊維径は、特に制限はされないが、小さい方が樹脂組成物や
成形品にしたときの強度を発現しやすいが、小さすぎると混練機へのフィード時などに炭
素繊維の解繊により混練時の生産効率が低下する場合もあり、混練機での生産性や強度等
の機械物性の観点より、５μｍ以上１５μｍ以下のものが好ましい。事前に樹脂に炭素繊
維を高含有させたマスターバッチや、炭素繊維を顆粒化したものは、ポリアミド樹脂組成
物製造時に炭素繊維の解繊が発生しにくいため、微細炭素繊維を用いることが好ましい。
【００４３】
［カーボンブラック］
　カーボンブラックは、ファーネス法により得られるファーネスブラック、チャンネル法
により得られるチャンネルブラック、アセチレン法により得られるアセチレンブラック、
サーマル法により得られるサーマルブラックのいずれでもかまわないが、導電性の観点か
らアセチレンブラックが好ましく、入手性やコストの観点からは、ファーネスブラックが
好ましい。
【００４４】
［黒色染料］
　黒色染料としては、ニグロシンやアニリンブラックが挙げられ、何れを使用しても同様
の効果は得られるが、コスト及び成形性の観点から、ニグロシンが好ましい。市販されて
いるニグロシンとしては、オリエント化学工業株式会社のＳＰＩＲＩＴ　ＢＬＡＣＫ　Ｓ
Ｂ、ＳＰＩＲＩＴ　ＢＬＡＣＫ　ＡＢ、ＳＰＩＲＩＴ　ＢＬＡＣＫ　ＳＡ、ＳＰＩＲＩＴ
　ＢＬＡＣＫ　ＳＺ、ニグロシンベースＥＥ、ニグロシンベースＥＸ、ニグロシンベース
ＥＸ－ＢＰ等が挙げられる。
【００４５】
［ガラス繊維］
　ポリアミド樹脂組成物は、耐衝撃性を向上させる観点から、ガラス繊維を含むのが好ま
しい。
【００４６】
　また、ガラス繊維は、混練機等でのフィード性を考慮すると、収束剤で収束されている
のが好ましい。
【００４７】



(10) JP 6822143 B2 2021.1.27

10

20

30

40

50

　収束剤としては、ポリアミド樹脂との相溶性の観点から、ウレタン樹脂及び／又はアク
リル樹脂が好ましく、ポリアミド樹脂との相溶性をさらに向上させる観点から、アクリル
樹脂がさらに好ましい。
【００４８】
　ガラス繊維は、ポリアミド樹脂中への分散性及び密着性を高める観点から、表面処理剤
により表面処理がされていることが好ましい。表面処理剤としては、例えば、シラン系化
合物、クロム系化合物、チタン系化合物等が挙げられ、シラン系化合物及び／又はチタン
系化合物の表面処理剤が好ましい。
【００４９】
　シラン系化合物の表面処理剤としては、収束剤との接着に優れたアミノシラン系のカッ
プリング剤が好ましく、例えば、γ－アミノプロピルトリメトキシシラン、γ－アミノプ
ロピルトリエトキシシラン、Ｎ－フェニル－γ－アミノプロピルトリメトキシシラン、Ｎ
－β－（アミノエチル）－γ－アミノプロピルトリメトキシシラン、Ｎ－β－（アミノエ
チル）－γ－アミノプロピルトリエトキシシラン、γ－アミノジチオプロピルトリヒドロ
キシシラン、γ－（ポリエチレンアミノ）プロピルトリメトキシシラン、Ｎ－β－（アミ
ノプロピル）－γ－アミノプロピルメチルジメトキシシラン、Ｎ－（トリメトキシシリル
プロピル）－エチレンジアミン、γ－ジブチルアミノプロピルトリメトキシシラン等が挙
げられる。これらは１種又は２種以上を用いることができる。
【００５０】
　チタン系化合物の表面処理剤としては、イソプロピルトリイソステアロイルチタネート
、イソプロピルトリ（Ｎ－アミノエチル）チタネート、イソプロピルトリス（ジオクチル
パイロホスフェート）チタネート、テトライソプロピルビス（ジオクチルホスファイト）
チタネート、テトライソプロピルチタネート、テトラブチルチタネート、テトラオクチル
ビス（ジトリデシルホスファイト）チタネート、イソプロピルトリオクタノイルチタネー
ト、イソプロピルトリドデシルベンゼンスルホニルチタネート、イソプロピルトリ（ジオ
クチルホスフェート）チタネート、ビス（ジオクチルパイロホスフェート）エチレンチタ
ネート、イソプロピルジメタクリルイソステアロイルチタネート、テトラ（２，２－ジア
リルオキシメチル－１－ブチル）ビス（ジトリデシルホスファイト）チタネート、イソプ
ロピルトリクミルフェニルチタネート、ビス（ジオクチルパイロホスフェート）オキシア
セテートチタネート、イソプロピルイソステアロイルジアクリルチタネート等が挙げられ
る。これらは１種又は２種以上を用いることができる。
【００５１】
　これらの中でも、Ｎ－β－（アミノエチル）γ－アミノプロピルトリメトキシシラン、
Ｎ－β－（アミノエチル）γ－アミノプロピルメチルジメトキシシラン及びγ－アミノプ
ロピルトリエトキシシランよりなる群から選ばれる少なくとも１種が好ましい。
【００５２】
　ガラス繊維は、長さ方向に直角の断面が円形のガラス繊維及び／又は長さ方向に直角の
断面が非円形断面のガラス繊維を用いることができる。
　円形断面のガラス繊維の平均繊維径は、特に制限はないが、得られる成形体の寸法安定
性及び機械特性の観点から、５μｍ以上２５μｍ以下が好ましく、５μｍ以上２４μｍ以
下がより好ましく、６μｍ以上２３μｍ以下がさらに好ましい。
【００５３】
　円形断面のガラス繊維の平均繊維径はＪＩＳ　Ｒ３４２０で測定することができる。
【００５４】
　長さ方向に直角の断面が非円形断面のガラス繊維は、長さ方向に直角の断面における長
径と短径の比が１．２～１０を有する。非円形断面のガラス繊維は、低反り性と力学特性
の観点から、長さ方向に直角の断面において、長径と短径の比が１．２～１０であること
が好ましくは、１．５～６であることがより好ましくは、１．７～４．５であることがさ
らにこのましい。ここで、長径とは、断面図形上の任意の２点間の直線距離が最大になっ
たときの、その距離をとり、短径とは、該長径と直交する直線のうち断面図形と交差する
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２点間の距離が最小のものをとる。
【００５５】
　非円形断面のガラス繊維の長径は、２μｍ以上１００μｍ以下が好ましく、短径は、１
μｍ以上２０μｍ以下が好ましい。
【００５６】
　非円形断面のガラス繊維は、所定の長径と短径の比を有するものであれば良く、通常、
まゆ形、長円形、半円形、円弧形、長方形、平行四辺形又はこれらの類似形のものが用い
られる。実用上は、流動性、力学特性、低反り性の観点から、まゆ形、長円形及び長方形
が好ましい。
【００５７】
［流動改良剤］
　流動性を改良する観点からポリアミド樹脂組成物は、流動改良剤を含むことが好ましい
。
【００５８】
　流動改良剤としては、ジカルボン酸、多価アルコールが挙げられ、多価アルコールがポ
リアミド樹脂との反応性の観点から好ましい。
【００５９】
　ジカルボン酸としては、脂肪族ジカルボン酸、芳香族ジカルボン酸が挙げられ、具体的
には、シュウ酸、マロン酸、コハク酸、アジピン酸、アゼライン酸、セバシン酸、フタル
酸、テレフタル酸等が挙げられる。
【００６０】
　多価アルコールは、多価アルコールそのものはもとより、多価アルコールと脂肪酸との
部分エステル化合物、多価アルコールのアルキレンオキサイド付加物と脂肪酸との部分エ
ステル化合物も含まれる。具体的には、エチレングリコール、プロピレングリコール、１
，３－／１，４－ブタンジオール、２－メチル－１，３－プロパンジオール、１，２－／
１，３－／１，４－／１，５－ペンタンジオール、ネオペンチルグリコール、１，６－ヘ
キサンジオール、２－エチル－２－メチル－１，３－プロパンジオール、１，７－ヘプタ
ンジオール、２－メチル－２－プロピル－１，３－プロパンジオール、２，２－ジエチル
－１，３－プロパンジオール、１，８－オクタンジオール、１，９－ノナンジオール、１
，１０－デカンジオール、１，１１－ウンデカンジオール、１，１２－ドデカンジオール
、グリセリン、ジグリセリン、トリグリセリン、テトラグリセリン、ポリグリセリン、ト
リメチロールエタン、トリメチロールプロパン、ジトリメチロールプロパン、トリ－（ト
リメチロールプロパン）、トリメチロールブタン、エリスリトール、ペンタエリスリトー
ル、ジペンタエリスリトール、トリペンタエリスリトール、ポリペンタエリスリトール、
１，２，４－ブタントリオール、１，３，５－ペンタントリオール、１，２，６－ヘキサ
ントリオール、１，２，３，４－ブタンテトロール、ソルビタン、イソソルバイド、ソル
ビトール、アドニトール、アラビトール、キシリトール、マンニトール、キシロース、ア
ラビノース、リボース、ラムノース、グルコース、フルクトース、ガラクトース、マンノ
ース、ソルボース、セロビオース、マルトース、イソマルトース、トレハロース、シュク
ロース、ラフィノース、ゲンチアノース、メレジトース等が挙げられる。
【００６１】
　これらの中でも、流動性向上の観点から、ペンタエリスリトール、ポリグリセリン、ト
リメチロールエタン、トリメチロールプロパン、ジペンタエリスリトール、ソルビタン及
びソルビトールからなる群より選択される１種以上の多価アルコールが好ましく、ペンタ
エリスリトール、ジペンタエリスリトール、ポリグリセリン、トリメチロールエタン及び
トリメチロールプロパンからなる群より選択される１種以上の多価アルコールがより好ま
しく、混練や成形中の飛散低減及び良好な分散性の観点から、ペンタエリスリトール、ポ
リグリセリン、ジペンタエリスリトール及びトリメチロールエタンからなる群より選択さ
れる１種以上の多価アルコールがさらに好ましく、ペンタエリスリトール、ジペンタエリ
スリトール及びトリメチロールエタンからなる群より選択される１種以上の多価アルコー
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ルが特に好ましい。
【００６２】
［ポリアミド樹脂組成物］
　ポリアミド樹脂組成物は、組成物全量中に、ＰＡＮ系炭素繊維を７．５重量％以上２５
重量％以下で含み、カーボンブラックを０．０１重量％以上０．５５重量％以下で含み、
黒色染料を０．０１重量％以上１．０重量％以下で含む。
【００６３】
　ポリアミド樹脂組成物は、ＰＡＮ系炭素繊維を、組成物全量中に７．５重量％以上２５
重量％以下で含み、導電性の観点から、８重量％以上２０重量％以下で含むことが好まし
く、８重量％以上１５重量％以下で含むことがより好ましい。
【００６４】
　ＰＡＮ系炭素繊維のポリアミド樹脂に対する含有率は、導電性の観点から、１０．０重
量％以上４０．０重量％以下が好ましく、１２．０重量％以上２５．０重量％以下がより
好ましい。
【００６５】
　ポリアミド樹脂組成物は、カーボンブラックを、組成物全量中に０．０１重量％以上０
．５５重量％以下で含み、レーザーマーキング性の観点から、０．０３重量％以上０．５
２重量％以下で含むことが好ましく、０．０５重量％以上０．５重量％以下で含むことが
より好ましい。
【００６６】
　カーボンブラックのポリアミド樹脂に対する含有率は、レーザーマーキング性の観点か
ら、０．０２重量％以上１．２０重量％以下が好ましく、０．０５重量％以上１．００重
量％以下がより好ましい。またＰＡＮ系炭素繊維に対するカーボンブラックの含有率は、
導電性とレーザーマーキング性の観点から、０．１重量％以上２．５重量％以下が好まし
く、０．６重量％以上３．５重量％以下がより好ましい。
【００６７】
　ポリアミド樹脂組成物は、黒色染料を、組成物全量中に０．０１重量％以上１．０重量
％以下で含み、レーザーマーキング性、成形性及び耐衝撃性の観点から、０．０１重量％
以上０．５重量％以下で含むことが好ましく、０．０２重量％以上０．５重量％以下で含
むことがより好ましく、０．０３重量％以上０．３重量％以下で含むことがさらに好まし
く、０．０５重量％以上０．３重量％以下で含むことが特に好ましい。
【００６８】
　黒色染料のポリアミド樹脂に対する含有率は、レーザーマーキング性、成形性及び耐衝
撃性の観点から、０．０２重量％以上２．００重量％以下が好ましく、０．０８重量％以
上０．７５重量％以下がより好ましい。カーボンブラックに対する黒色染料の含有率は、
レーザーマーキング性の観点から、１．５重量％以上９９．０重量％以下が好ましく、１
０．０重量％以上９０．０重量％以下がより好ましい。
【００６９】
　ポリアミド樹脂組成物は、ガラス繊維を、組成物全量中に、耐衝撃性の観点から、１５
重量％以上６０重量％で含むことが好ましく、２５重量％以上５０重量％以下で含むこと
がより好ましく、３０重量％以上４５重量％以下で含むことがさらに好ましい。
【００７０】
　ガラス繊維のポリアミド樹脂に対する含有率は、耐衝撃性の観点から、２０重量％以上
５５重量％以下が好ましく、３５重量％以上５０重量％以下がより好ましい。
【００７１】
　ポリアミド樹脂組成物は、流動改良材を、組成物全量中に流動性向上の観点から、０.
０１重量％以上５重量％以下で含むことが好ましく、０.０３重量％以上４重量％以下で
含むことがより好ましく、０．０５重量％以上３重量％以下で含むことがさらに好ましい
。
【００７２】
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　流動改良材のポリアミド樹脂に対する含有率は、流動性向上の観点から、０．０２重量
％以上１０重量％以下が好ましく、０．０８重量％以上６．０重量％以下がより好ましい
。
【００７３】
　ポリアミド樹脂組成物は、組成物からＰＡＮ系炭素繊維、カーボンブラック、黒色染料
、ガラス繊維及び流動改良材を除いた全量に対し、ポリアミド樹脂を、機械的特性の観点
から、２０重量％以上１００重量％以下で含むことが好ましく、７０重量％以上１００重
量％以下で含むことがより好ましく、９０重量％以上１００重量％以下で含むことがさら
に好ましい。
【００７４】
　ポリアミド樹脂組成物の製造法は、タンブラーやミキサーを用いるドライブレンド法、
一軸又は二軸の押出機を用いる溶融混練法、あるいは予め高濃度で原料に一軸又は二軸の
押出機を用いて練り込み、これを希釈して使用するマスターバッチ法等が挙げられ、分散
性向上の観点から、溶融混練法が好ましい。
【００７５】
　ポリアミド樹脂組成物には、組成物の特性を損なわない範囲で、通常配合される各種の
添加剤、改質剤、強化材、例えば、熱安定剤、酸化防止剤、紫外線吸収剤、耐候剤、フィ
ラー、可塑剤、発泡剤、ブロッキング防止剤、粘着性付与剤、シール性改良剤、防雲剤、
離型剤、架橋剤、発泡剤、分散剤、難燃剤、着色剤（顔料、染料等）、カップリング剤、
タルク等のガラス以外の無機化合物を含有することができる。
【００７６】
　また、ポリアミド樹脂組成物には、組成物の特性を損なわない範囲内で、ポリアミド樹
脂以外の熱可塑性樹脂を使用してもよい。
【００７７】
　ポリアミド樹脂以外の熱可塑性樹脂としては、高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）、中密
度ポリエチレン（ＭＤＰＥ）、低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）、直鎖状低密度ポリエチ
レン（ＬＬＤＰＥ）、超高分子量ポリエチレン（ＵＨＭＷＰＥ）、ポリプロピレン（ＰＰ
）、ポリブテン（ＰＢ）、ポリメチルペンテン（ＴＰＸ）、エチレン／プロピレン共重合
体（ＥＰＲ）、エチレン／ブテン共重合体（ＥＢＲ）、エチレン／酢酸ビニル共重合体（
ＥＶＡ）、エチレン／アクリル酸共重合体（ＥＡＡ）、エチレン／メタクリル酸共重合体
（ＥＭＡＡ）、エチレン／アクリル酸メチル共重合体（ＥＭＡ）、エチレン／メタクリル
酸メチル共重合体（ＥＭＭＡ）、エチレン／アクリル酸エチル共重合体（ＥＥＡ）等のポ
リオレフィン系樹脂、ポリスチレン（ＰＳ）、シンジオタクチックポリスチレン（ＳＰＳ
）、メタクリル酸メチル／スチレン共重合体（ＭＳ）、メタクリル酸メチル／スチレン／
ブタジエン共重合体（ＭＢＳ）、スチレン／ブタジエン共重合体（ＳＢＲ）、スチレン／
イソプレン共重合体（ＳＩＲ）、スチレン／イソプレン／ブタジエン共重合体（ＳＩＢＲ
）、スチレン／ブタジエン／スチレン共重合体（ＳＢＳ）、スチレン／イソプレン／スチ
レン共重合体（ＳＩＳ）、スチレン／エチレン／ブチレン／スチレン共重合体（ＳＥＢＳ
）、スチレン／エチレン／プロピレン／スチレン共重合体（ＳＥＰＳ）等のポリスチレン
系樹脂、カルボキシル基及びその塩、酸無水物基、エポキシ基等の官能基が含有された上
記ポリオレフィン系樹脂やポリスチレン系樹脂、ポリブチレンテレフタレート（ＰＢＴ）
、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリエチレンイソフタレート（ＰＥＩ）、ポ
リ（エチレンテレフタレート／エチレンイソフタレート）共重合体（ＰＥＴ／ＰＥＩ）、
ポリトリメチレンテレフタレート（ＰＴＴ）、ポリシクロヘキサンジメチレンテレフタレ
ート（ＰＣＴ）、ポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）、ポリブチレンナフタレート（Ｐ
ＢＮ）、ポリアリレート（ＰＡＲ）、液晶ポリエステル（ＬＣＰ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）
、ポリグリコール酸（ＰＧＡ）等のポリエステル系樹脂、ポリアセタール（ＰＯＭ）、ポ
リフェニレンエーテル（ＰＰＯ）等のポリエーテル系樹脂、ポリサルホン（ＰＳＵ）、ポ
リエーテルスルホン（ＰＥＳＵ）、ポリフェニルサルホン（ＰＰＳＵ）等のポリサルホン
系樹脂、ポリフェニレンスルフィド（ＰＰＳ）、ポリチオエーテルサルホン（ＰＴＥＳ）
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等のポリチオエーテル系樹脂、ポリケトン（ＰＫ）、ポリエーテルケトン（ＰＥＫ）、ポ
リエーテルエーテルケトン（ＰＥＥＫ）、ポリエーテルケトンケトン（ＰＥＫＫ）、ポリ
エーテルエーテルエーテルケトン（ＰＥＥＥＫ）、ポリエーテルエーテルケトンケトン（
ＰＥＥＫＫ）、ポリエーテルケトンケトンケトン（ＰＥＫＫＫ）、ポリエーテルケトンエ
ーテルケトンケトン（ＰＥＫＥＫＫ）等のポリケトン系樹脂、ポリアクリロニトリル（Ｐ
ＡＮ）、ポリメタクリロニトリル、アクリロニトリル／スチレン共重合体（ＡＳ）、メタ
クリロニトリル／スチレン共重合体、アクリロニトリル／ブタジエン／スチレン共重合体
（ＡＢＳ）、アクリロニトリル／ブタジエン共重合体（ＮＢＲ）等のポリニトリル系樹脂
、ポリメタクリル酸メチル（ＰＭＭＡ）、ポリメタクリル酸エチル（ＰＥＭＡ）等のポリ
メタクリレート系樹脂、ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）、ポリ塩化ビニリデン（ＰＶＤ
Ｃ）、ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）、塩化ビニル／塩化ビニリデン共重合体、塩化ビニリデ
ン／アクリル酸メチル共重合体等のポリビニル系樹脂、酢酸セルロース、酪酸セルロース
等のセルロース系樹脂、ポリフッ化ビニリデン（ＰＶＤＦ）、ポリフッ化ビニル（ＰＶＦ
）、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）、ポリクロルフルオロエチレン（ＰＣＴＦ
Ｅ）、テトラフルオロエチレン／エチレン共重合体（ＥＴＦＥ）、エチレン／クロロトリ
フルオロエチレン共重合体（ＥＣＴＦＥ）、テトラフルオロエチレン／ヘキサフルオロプ
ロピレン共重合体（ＦＥＰ）、テトラフルオロエチレン／ヘキサフルオロプロピレン／ビ
ニリデンフルオライド共重合体（ＴＨＶ）、テトラフルオロエチレン／ヘキサフルオロプ
ロピレン／フッ化ビニリデン／パーフルオロ（アルキルビニルエーテル）共重合体、テト
ラフルオロエチレン／パーフルオロ（アルキルビニルエーテル）共重合体（ＰＦＡ）、テ
トラフルオロエチレン／ヘキサフルオロプロピレン／パーフルオロ（アルキルビニルエー
テル）共重合体、クロロトリフルオロエチレン／パーフルオロ（アルキルビニルエーテル
）／テトラフルオロエチレン共重合体（ＣＰＴ）等のフッ素系樹脂、ポリカーボネート（
ＰＣ）等のポリカーボネート系樹脂、熱可塑性ポリイミド（ＴＰＩ）、ポリエーテルイミ
ド、ポリエステルイミド、ポリアミドイミド（ＰＡＩ）、ポリエステルアミドイミド等の
ポリイミド系樹脂、熱可塑性ポリウレタン系樹脂、ポリアミドエラストマー、ポリウレタ
ンエラストマー、ポリエステルエラストマー等が挙げられる。これらは１種又は２種以上
を用いることができる。
【００７８】
　ポリアミド樹脂組成物は、導電性、レーザーマーキング性が優れるため、レーザーマー
キングを必要とする燃料部品に好適に使用することができる。
【００７９】
［成形品］
　本発明のポリアミド樹脂組成物からなる成形品は、射出成形、押出成形、中空成形、プ
レス成形、ロール成形、発泡成形、真空・圧空成形、延伸成形などにより成形されるが、
生産性の観点から、射出成形が好ましい。すなわち、本発明は前記ポリアミド樹脂組成物
の、成形品としての使用及び射出成形品としての使用を包含する。
【００８０】
　本発明のポリアミド樹脂組成物からなる成形品は、射出溶着部品及びレーザーマーキン
グを必要とする燃料部品に好適に使用でき、導電性、レーザーマーキング性に優れる事か
ら、レーザーマーキングを必要とする燃料部品に特に好適に使用できる。すなわち、本発
明は前記ポリアミド樹脂組成物の、射出溶着部品としての使用及び燃料部品としての使用
を包含する。
【実施例】
【００８１】
　以下に実施例及び比較例を示し、本発明を具体的に説明するが、本発明はこれに限定さ
れるものではない。
【００８２】
［相対粘度］
　ＪＩＳ　Ｋ－６９２０に準じて、９６％の硫酸中、ポリマー濃度１％、温度２５℃の条
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件下で測定した。
【００８３】
［末端アミノ基濃度］
　末端アミノ基濃度（１０－５ｅｑ／ｇ）は、ポリアミド樹脂をフェノール／メタノール
混合溶液に溶解し、０．０５Ｎの塩酸で滴定して測定した。
【００８４】
［末端カルボキシル基濃度］
　末端カルボキシル基濃度（１０－５ｅｑ／ｇ）は、ポリアミド樹脂をベンジルアルコー
ルに溶解し、０．０５Ｎの水酸化ナトリウム溶液で滴定して測定した。
【００８５】
［レーザーマーキング性］
　実施例、比較例のポリアミド樹脂組成物を射出成形機で、１００×７０×３ｍｍの成形
品に成形し、成形した成形品にＹＶＯ４（イットリウム・バナデート）結晶レーザーを用
いた株式会社キーエンス製のレーザーマーカを使用し、印字速度１０００ｍｍ／ｓｅｃ、
出力４０％、周波数２０ｋＨｚの条件にて、印字を行った。
上記条件にてマーキングを施した成形品の印字された面を図１のように、目視で観察を行
い、下記基準にて判定を行った。
　Ａ：文字を読み取ることが可能である。
　Ｂ：文字を読み取ることが難しい。
【００８６】
［体積抵抗率（絶乾時）］
　実施例、比較例のポリアミド樹脂組成物を射出成形機で、１００×７０×３ｍｍの成形
品に成形した後、株式会社三菱化学アナリテックのハイレスタＵＰ　ＭＣＰ－ＨＴ４５０
にて、ハイレスタＵＰ　ＭＣＰ－ＨＴ４５０に付属するＵＲＳプローブを成形品の表面の
中心に接触させ、１０Ｖの電圧を３０秒間印加させ、３０秒経過時の体積抵抗率を測定し
た。これを５回行い、数平均した。
　放電を抑制する目的から、体積抵抗率１０７Ω・ｃｍ以下を合格基準とした。
【００８７】
［体積抵抗率（ＣＥ１０　６０℃×１０００ｈ処理後）］
　実施例、比較例のポリアミド樹脂組成物を射出成形機で、１００×７０×３ｍｍの成形
品に成形した。トルエンとイソオクタンの比が１：１であるＦｕｅｌ　Ｃにエタノール１
０体積％を加えた合成ガソリンをステンレス製耐圧容器にいれ、その中に成形品を６０℃
、１０００時間浸漬した。その後、成形品を取り出し、２３℃、５０％ＲＨの雰囲気にて
２４時間放置し、株式会社三菱化学アナリテックのハイレスタＵＰ　ＭＣＰ－ＨＴ４５０
にて、ハイレスタＵＰ　ＭＣＰ－ＨＴ４５０に付属するＵＲＳプローブを放置した成形品
の表面の中心に接触させ、１０Ｖの電圧を３０秒間印加させ、３０秒経過時の体積抵抗率
を測定した。これを５回行い、数平均した。
　放電を抑制する目的から、体積抵抗率１０７Ω・ｃｍ以下を合格基準とした。
【００８８】
［燃料浸漬後寸法変化率］
　実施例、比較例のポリアミド樹脂組成物を射出成形機で、図２の２００ｍｍ×４０ｍｍ
×３ｍｍの成形品を作製し、２３℃、５０％ＲＨ雰囲気にて４８時間放置後に成形品表面
に成形されたケガキ線間距離をＯＬＹＭＰＵＳ製マイクロスコープにて測定し、燃料浸漬
処理前の寸法とした。なお、図２における数値の単位はｍｍである。
　次にトルエンとイソオクタンの比が１：１であるＦｕｅｌ　Ｃにエタノール１０体積％
を加えた合成ガソリン（ＣＥ１０）をステンレス製耐圧容器にいれ、その中に成形品を６
０℃、１０００時間浸漬した後、成形品表面上に成形されたケガキ線間距離をＯＬＹＭＰ
ＵＳ製マイクロスコープにて測定し燃料浸漬後の寸法とした。
　上記にて得られた燃料浸漬前の寸法と燃料浸漬後の寸法を用いて次の計算式にて燃料浸
漬後寸法変化率を算出した。なお、燃料浸漬後寸法変化率は、流れ方向（ＭＤ方向）と直
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角方向（ＴＤ方向）の両方向について算出した。
　燃料浸漬後寸法変化率（％）＝（燃料処理後寸法－燃料処理前寸法）／燃料処理前寸法
×１００
【００８９】
［ポリアミド樹脂］
・ＰＡ－１
　７０リットルのオートクレブに重合モノマーとしてε－カプロラクタム２０ｋｇに対し
水０．５ｋｇ、メタキシリレンジアミンを１／２９０（ｅｑ／ｍｏｌラクタム）となるよ
う仕込み、槽内を窒素置換した後、１００℃まで加熱し槽内が均一になるよう攪拌した。
次いで槽内を２６０℃、１．７ＭＰａで重合を行い、ポリアミド６（以下、ＰＡ－１と称
する場合がある。）を得た。
　得られたＰＡ－１の相対粘度、末端アミノ基濃度と末端カルボキシル基濃度は、それぞ
れ、２．４７、５．９（１０－５ｅｑ／ｇ）、４．６（１０－５ｅｑ／ｇ）であった。
【００９０】
・ＰＡ－２
　７０リットルのオートクレブに重合モノマーとしてε－カプロラクタム２０ｋｇに対し
水０．５ｋｇ、メタキシリレンジアミンを１／２９０（ｅｑ／ｍｏｌラクタム）となるよ
う仕込み、槽内を窒素置換した後、１００℃まで加熱し槽内が均一になるよう攪拌した。
次いで槽内を２６０℃、１．７ＭＰａで重合を行い、ポリアミド６（以下、ＰＡ－２と称
する場合がある。）を得た。
　得られたＰＡ－２の相対粘度、末端アミノ基濃度と末端カルボキシル基濃度は、それぞ
れ２．４１、９．６（１０－５ｅｑ／ｇ）、２．６（１０－５ｅｑ／ｇ）であった。
【００９１】
・ＰＡ－３
　ＪＩＳ　Ｋ－６９２０に準じ、９６質量％の硫酸中、ポリアミド濃度１質量％、温度２
５℃の条件で測定した相対粘度、末端アミノ基濃度と末端カルボキシル基濃度は、それぞ
れ、２．７５、３．７（１０－５ｅｑ／ｇ）、６．３（１０－５ｅｑ／ｇ）であるポリア
ミド６６（以下、ＰＡ－３と称する場合がある。）。
【００９２】
・ＰＡ－４
　ＪＩＳ　Ｋ－６９２０に準じ、９６質量％の硫酸中、ポリアミド濃度１質量％、温度２
５℃の条件で測定した相対粘度、末端アミノ基濃度と末端カルボキシル基濃度は、それぞ
れ、３．０４、５．２（１０－５ｅｑ／ｇ）、４．５（１０－５ｅｑ／ｇ）であるポリア
ミド６／６６（以下、ＰＡ－４と称する場合がある。）。
【００９３】
［ＰＡＮ系炭素繊維］
・ＣＦ－１
　ＰＡＮ系炭素繊維である三菱レイヨン株式会社のＴＲ０６ＮＬ　Ｂ６Ｒ（以下、ＣＦ－
１と称する場合がある。）を用いた。
【００９４】
［カーボンブラック］
・ＣＢ－１
　ファーネスブラックであるオリオンエンジニアドカーボンズ株式会社のＨＩ　ＢＬＡＣ
Ｋ　８９０Ｂ（以下、ＣＢ－１と称する場合がある。）を用いた。
・ＣＢ－２
　ケッチェンブラックであるライオン株式会社のケッチェンブラックＥＣ６００ＪＤ（以
下、ＣＢ－２と称する場合がある。）を用いた。
【００９５】
［黒色染料］
・ＢＡ－１
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　ニグロシンであるオリエント化学工業株式会社のＳＰＩＲＩＴ　ＢＬＡＣＫ（以下、Ｂ
Ａ－１と称する場合がある。）を用いた。
【００９６】
［ガラス繊維］
・ＧＦ－１
　ガラス繊維径が１３μｍの円形断面のガラス繊維である日本電気硝子株式会社のＴ－２
４９（以下、ＧＦ－１と称する場合がある。）を用いた。
・ＧＦ－２
　ガラス繊維径が１０．５μｍの円形断面のガラス繊維である日本電気硝子株式会社のＴ
－２４９Ｈ（以下、ＧＦ－２と称する場合がある。）を用いた。
・ＧＦ－３
　ガラス繊維径が２３μｍの円形断面のガラス繊維であるオーウェンスコーニングジャパ
ンのＣＳ０３ＴＡ ＦＴ６９２（以下、ＧＦ－３と称する場合がある。）を用いた。
・ＧＦ－４
　日東紡株式会社製の長さ方向に直角の断面における長径と短径が２８μｍと７μｍ、そ
の比が４．０、断面形状が異形のガラス繊維であるＣＧＳ　３ＰＡ－８２０Ｓ（以下、Ｇ
Ｆ－４と称する場合がある。）を用いた。
【００９７】
［流動改良剤］
・ＦＡ－１
　ペンタエリスリトールである広栄化学工業株式会社製のペンタリット（以下、ＦＡ－１
と称する場合がある。）を用いた。
・ＦＡ－２
　三菱ガス化学株式会社製のトリメチロールエタン（以下、ＦＡ－２と称する場合がある
。）を用いた。
【００９８】
［実施例１～２０、比較例１～６］
　表１に記載のポリアミド樹脂、ＰＡＮ系炭素繊維、カーボンブラック、黒色染料、ガラ
ス繊維と流動改良剤を、表１に記載の割合で二軸押出機を用いて混練し、ペレタイザーに
てペレット化し、ポリアミド樹脂組成物のペレットを得た。得られたポリアミド樹脂組成
物のペレットを用い、上記の方法にて測定、評価した。その結果を表１に示す。
【００９９】
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【表１】

【０１００】
　日本国特許出願２０１４－２１８６３５号（出願日：２０１４年１０月２７日）及び日
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本国特許出願２０１４－２２３４１３号（出願日：２０１４年１０月３１日）の開示はそ
の全体が参照により本明細書に取り込まれる。本明細書に記載された全ての文献、特許出
願、及び技術規格は、個々の文献、特許出願、及び技術規格が参照により取り込まれるこ
とが具体的かつ個々に記された場合と同程度に、本明細書に参照により取り込まれる。

【図１】

【図２】
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